
 

 

 小論文  

【採点基準】 

名大進学模試の小論文は，基本的に，「➀設問の理解／➁表記のしかた／➂表現／➃主張・論点」とい

う４項目について，各問の配点を 

➀設問の理解 30％ 

➁表記のしかた 20％ 

➂表現 20％ 

➃主張・論点 30％ 

の割合で配分したうえで，それぞれの項目ごとの評価を裁定し，その評価による得点を算出し，それを集

計する。 

評価は各項目「A とても満足できる／B やや満足できる／Ｃ 努力が必要である／Ｄ とても努力が必

要である」の４段階とする。今回の問題における具体的な点数配分は，下記の通りである。 

 

問１・問 2 共通 配点表（満点 問１：50点 問２：50点） 
 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 

とても満足で

きる 

やや満足できる 努力が必要であ

る 

とても努力が

必要である 

➀設問の理解（30％） 15点 10点 5 点 0 点 

➁表記のしかた（20％） 10点 7 点 3 点 0 点 

➂表現（20％） 10点 7 点 3 点 0 点 

➃主張・論点（30％） 15点 10点 5 点 0 点 

 

問３ 配点表（満点 100 点） 
 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 

とても満足で

きる 

やや満足できる 努力が必要で

ある 

とても努力が

必要である 

➀設問の理解（30％） 30点 20点 10点 0 点 

➁表記のしかた（20％） 20点 14点 7 点 0 点 

➂表現（20％） 20点 14点 7 点 0 点 

➃主張・論点（30％） 30点 20点 10点 0 点 

 

  



評価の裁定方法 

 

➀設問の理解 

 

（１） 答案の文章量が「規定の字数」に達していないものについては，その文字数に応じてＣ評価

またはＤ評価とする。ただし，この時点でのＣ評価答案は確定ではない。内容次第でＤ評価にラ

ンクダウンさせる可能性がある。 

 

（２） 「規定の字数」に達しているものは，「設問で示されている条件」「解答内容として求められ

る要素」に，その答案がどの程度適合しているかを勘案し，Ａ～Ｄの評価を与える。前項（１）の

Ｃ評価答案は，Ｄ評価になるかどうかを検討する。 

 

 

「規定の字数」と評価について 

 

今回の問題は，問 1＝200字以内，問 2＝200字以内，問 3＝500 字以上 600 字以内 

という設問条件となっている。これをもとに，問 1・問 2 については 8 割にあたる「160 字」，問 3 は

「500 字」を最低限記述すべき分量であるとし，答案の文字数と評価について以下の通り定める。 

 

問 1・問 2 

99字以下の答案 D 評価 

100 字以上 159字以下の答案 Ｃ評価をスタートとし，Ｄ評価にもなり得る 

160 字以上 200字以下の答案 内容を検討の上でＡ～Ｄの評価を与える 

 

問 3 

249 字以下の答案 D 評価 

250 字以上字 499 以下の答案 Ｃ評価をスタートとし，Ｄ評価にもなり得る 

500 字以上 600 字以下の答案 内容を検討の上でＡ～Ｄの評価を与える 

 

  



➁表記のしかた 

 

（１） 「➀設問の理解」と同様に，文章量が「規定の字数」に達していないものについては，その文

字数に応じてＣ評価またはＤ評価とする。ただし，「➁表記のしかた」についても，この時点での

Ｃ評価答案は確定ではない。後に示す「チェック項目」の該当数次第でＤ評価にランクダウンさせ

る可能性がある。 

 

（２） 「規定の字数」に達しているものは，答案の内容に応じてＡ～Ｄの評価を与える。前項（１）

のＣ評価答案は，Ｄ評価になるかどうかを検討する。 

 

チェック項目は下記の 4点。 

1 原稿用紙の使い方 

2 段落設定の適切さ 

3 句読点の適切な使用 

4 誤字・脱字・衍字の有無 

 

該当するものの数（ポイント）によって， 

A ０ ／ B １～２ ／ C ３ ／ D ４ 

と判定する。 

 

ただし，該当するポイントが少なくても，誤字・脱字・衍字の数が多ければ， 

～５は B ／ ～１０は C ／ それ以上は D 

と判定する。 

 

※問１・問２については書き出しの 1 マス目を空けていても，空けていなくても可で，チェック項目に

該当しない。問３は，段落を分けて書くことを前提としているので，空けていないものはチェック項目に

該当する。 

 

  



➂表現 

 

（１） 「➀設問の理解」「➁表記のしかた」と同様に，文章量が「規定の字数」に達していないもの

については，その文字数に応じて，Ｃ評価またはＤ評価とする。この項目「➂表現」についても，

この時点でのＣ評価答案は確定ではない。「不適切と判断される表現」の数次第でＤ評価にランク

ダウンさせる可能性がある。 

 

（２） 「規定の字数」に達しているものは，答案の内容に応じてＡ～Ｄの評価を与える。前項（１）

のＣ評価答案は，Ｄ評価になるかどうかを検討する。 

 

「➂表現」の評価は，「不適切と判断される表現」の数（ポイント）によって， 

問 1・問２については Ａ ０  ／B １～３／C ４～６／D ７以上 

問３については     Ａ ０～３／B ４～７／C 8～11／ D 12 以上 

とする。 

 

➃主張・論点 

この項目は，問われていることに対する回答としての論理性（どのような論理によって回答している

か）と，論点（問われていることに対する回答の骨子が明確に抽出できるか）を評価する。論理性につい

ては，いかなる論理を構築していても，それが設問の答えとして不適切であれば，低い評価を与える。ま

た，なるべくシンプルな論理で明快に回答しているものを最上級と考える。 

この項目では，「規定の字数」に満たない答案についても，文章量によるマイナス評価をしない。 

 

 

★問 3 では，冒頭の 1 マス目を空白にしない，解答全体を 1 つのかたまりとして記述しているなどの，

「段落を設定する意図が感じられない答案」について，評価点を半分に減じる。 

 


